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特集

益
田
市

高
校
生
議
会

　
当
市
議
会
で
は
、
主
権
者
教
育
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て「
益

田
市
子
ど
も
議
会
」を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
11
回
目
を
数
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
去
る
令
和
８
年
１
月
27
日
（
火
）に
島

根
県
立
益
田
高
等
学
校
２
年
生
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
実
施

し
た「
高
校
生
議
会
」の
内
容
を
特
集
し
ま
す
。

『地球温暖化により農作物が受ける影響』

『保育と初等教育の連携から考える「学びの土台」づくり』

『若者の選挙投票率を上げるには？』

『農業の関係人口を増やすためには？』

・「益田のメロンを守りたい」という思いから調査した結果、高温障害によりメロンを収穫しても「規
格外で売り物にならない」「廃棄せざるを得ない」という現実が見えてきた。

・猛暑は、収入減だけでなく、「ハウスに入れないほど暑い」など労働環境にも大きく影響してい
るものの、コスト高で対応できない農家も多いことが判明。

・益田の「保幼こ小連携」を探究する中で、「子どもの『やりたい』を大切にする保育」に比べ、小
学校では「問いが教科書中心になりがちではないか」との疑問が生まれた。

・主体的な学びや「子どもの声」が十分に生かされていない可能性があるのではないか。

・探究を通して、若者の投票率は上がってきているものの、「まだ他の世代より低い」という現実に、「こ
れから社会を担うのは自分たちなのに、意見が政治に反映されないのではないか」と強い危機感を抱いた。

・「政治への関心や理解は、高校生よりもっと早い段階から必要ではないか」という問題意識を持った。

・農家への聞き取りから、農業を支える人材不足に危機感を持ち、「農業に関わる人をどう増やす
　か」が大きな課題だと感じた。
・「農村体験等は就農につながっているのか」「農業者や農村関心層の交流の場はあるのか」等の疑問が生じた。

農家の負担を軽減するため、新規就農者に加え、「既存農家も使いやすい補助が必要ではないか」
として、設備改修に活用できる支援制度の充実を提案！

「子どもの声を丁寧に聞く取組が必要ではないか」として、授業や学校運営への反映を提案。
併せて、映画「こどもかいぎ」の上映などを通じ、教員の理解を深め、保育と初等教育の連
携強化を提案！

「小中学生の頃からの経験が大切ではないか」として、高校生が支援しながら「身近な課題の解決を
考え、投票も体験できる“子ども議会”」の実施を提案。併せて、その実現の可能性や、協力体制
の検討についても提案！

「関係人口を段階的に増やすことが大切ではないか」として、体験・交流・就農へとつながる“階段
型の取組”の推進を提案。その取組が結果的に新規就農者の増にもつながっていくとの考えから、「人
とのつながりが重要」として、交流の場の充実や実態把握を進めることを提案！
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　高校の探求の授業で、グループごとにテーマに沿って課
題を研究。課題解決に向けて、高校生の視点から問題提起
や政策提案を検討！

準備期間

当日の流れ

高校生議会開会
!

議員との意見交換

議場でリハーサル

高校生議会当日

『どうすれば「学び」に前向きになれるのか』

『益田市を音楽で盛り上げるためには？』

『災害避難時に健康で過ごす方法～避難所での食と健康～』

『フェイクニュースや、SNS情報に惑わされないネットリテラシーの実践』

・学びに前向きになるには、「小中学校期の体験や出会いがきっかけになるのではないか」と考えた。
・一方で、「学びの楽しさ」を実感できる機会や「自分のやりたい」を生かせる場が、十分に広がって

いないのではないかという課題が見えてきた。

・若い世代が見たい・聞きたいアーティストの公演は、広島や福岡など市外に集中していることから、
「益田から出ていく若者が増える一因になるのではないか」と感じた。

・グラントワを活用し益田を音楽で盛り上げることが、滞在者やＩターン者の増加につながるのでは
と考えた。

・少子高齢化が進む益田で、災害時の食のあり方に疑問を持った。非常食は便利な一方で、「栄養が
偏るのではないか」「温かい食事が少ないのではないか」という不安が見えてきた。

・特に、「高齢者に配慮した食事が提供できる環境なのか」という課題を重要視した。

・探究の中で、SNSを通じて高校生や小中学生が犯罪の標的になること、誤った情報に惑わされる
危険があること、ネットトラブルは高校生だけでは防ぎきれない現実を知った。

・一方、当事者・学校・警察など、それぞれが個別では対応しきれない現状も見えてきた。

「高校生の声を届けたい」と、益高生とグラントワが定期的に意見交換できる場づくりに向け、
市に橋渡し役の検討を提案。併せて、若者に魅力ある公演の充実と広報強化を提案！

「半分は遊び」「子ども達に委ねる」形式のワークショップを実践した経験から、「学校外の学びや、
子どもが自分らしく学べる場が必要ではないか」として、このような場づくりの全ての校区へ
の展開と、地域全体で学びを支える取組の推進を提案！

災害時も「温かくバランスのよい食事が必要ではないか」として、炊き出しの検討を提案。併せて、
「自分たちのレシピ」をクックパッド「益田市公式キッチン」への掲載や高齢者施設等への配布、
市長や議員による試食・講評の機会づくりを提案！

「安心してネットとつながれる環境が必要ではないか」として、高校生・警察・教育委員会の三
者がネット問題を共有し、リテラシー向上に向けた取組を話し合う協議体の設置を提案！
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新
政
会

会 派 代 表 質 問
各会派の代表者による質問内容の一部を抜粋して掲載しています。

問
中
山
間
地
域
振
興
基
本
条
例
の
制

定
後
、
中
山
間
地
域
振
興
基
本
計
画
を

策
定
す
る
ま
で
三
年
半
か
か
っ
て
い
る
。

条
例
と
計
画
で
は
対
象
地
域
の
捉
え
方

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
条
例
制
定
の
意

図
に
沿
っ
た
計
画
の
推
進
に
な
っ
て
い

る
か
。

答
市
の
全
域
が
過
疎
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
、
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

市
全
域
を
中
山
間
地
域
と
し
て
計
画
を

策
定
し
た
。
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
体

制
の
構
築
を
目
指
す
旨
を
記
載
し
、
対

策
を
急
ぐ
べ
き
地
域
も
周
辺
部
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
公
共
交
通
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
乗
務
員
不
足
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
を
問
う
。

答
住
民
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
状
況
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
当

市
も
参
画
す
る
島
根
県
の
呼
び
か
け
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検
討

に
よ
り
、
乗
務
員
の
確
保
・
育
成
を
支

援
す
る
た
め
の
補
助
制
度
が
新
設
さ
れ
、

官
民
一
体
と
な
り
早
急
に
取
組
む
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

問
公
共
交
通
の
維
持
確
保
に
は
、
市

民
・
交
通
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
交

通
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、
相
互
理
解

に
努
め
な
が
ら
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

地
域
振
興
の
将
来
展
望
・
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

住
民
と
共
に
考
え
、
地
域
で
進
め
て
い
る
活
動
を
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
く

問
答

林
はやし
 卓
たく
雄
お

議員

会派代表

一
質

般
問

市政のここが知りたい

一般質問とは、議員が市の行財政全般について、市と政策討論するものです。
令和８年３月定例会では、会派代表３名、個人12名の議員が登壇しました。
一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し掲載しています。詳細については次の方法よりご覧ください。
●インターネット
　・一般質問の様子の録画中継を、全会期日程終了の約１週間後から配信しています。
　・会議禄は定例会終了約３か月後から閲覧できます。
●会議録（冊子）
　・議会事務局、美都・匹見各分庁舎、各公民館、図書館でご覧いただけます。
　　なお、３月定例会の会議録は６月に発行予定です。
●二次元コード
　・各議員名の下の二次元コードからスマートフォンなどで質問者の動画がご覧いただけます。

益田市議会

市内を結ぶバス
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清
流
会

ま
す
だ
未
来

職業能力開発短期大学校が
開校予定の県立西部高等技術校

会 派 代 表 質 問
各会派の代表者による質問内容の一部を抜粋して掲載しています。

問
今
後
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
、

地
域
の
担
い
手
不
足
も
一
層
顕
在
化
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
集
落
の
機
能

低
下
や
伝
統
芸
能
の
衰
退
、
農
林
水
産

業
を
は
じ
め
経
済
活
動
の
縮
小
等
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
く
懸
念
さ
れ

る
が
、
担
い
手
不
足
克
服
へ
向
け
た
考

え
を
問
う
。

答
既
存
の
住
民
参
画
意
識
を
高
め
て

い
く
取
組
を
粘
り
強
く
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
地
域
外
か
ら
の
担
い
手
を
確

保
し
て
い
く
。

問
当
市
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
求
め
る

も
の
は
何
か
。

答
地
域
の
担
い
手
と
し
て
主
体
的
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
積
極
的
に
地

域
づ
く
り
に
自
身
の
強
み
を
生
か
し
て

問
益
田
市
観
光
振
興
計
画
と
第
二
期

日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
計
画

の
推
進
に
は
、
一
般
社
団
法
人
ま
す
だ

プ
ラ
イ
ド
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
益
田
市
観
光
協
会
や
美
都
町
特

産
観
光
協
会
、
匹
見
町
観
光
協
会
な

ど
、
観
光
に
関
わ
る
体
制
を
ど
う
整
理

し
て
い
く
の
か
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
そ
れ
を
支

え
る
体
制
を
問
う
。

答
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
観
光
振
興
計
画
の
推

進
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、
日

本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
計
画
の

推
進
で
は
事
務
局
を
担
う
。
観
光
協
会

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
方
向
性
等
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
観
光
振
興
推
進
に
係
る
支
援
を
強

個
性
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
山
陰
道
三
隅
・
益
田
道
路
が
開
通

す
る
が「
道
の
駅
構
想
」を
問
う
。

答
具
体
的
に
道
の
駅
の
検
討
は
し
て

い
な
い
が
、
今
後
中
吉
田
公
園
や
山
陰

道
の
整
備
状
況
な
ど
の
変
化
に
応
じ
て

検
討
を
す
る
。

問
令
和
11
年
４
月
開
校
予
定
の
職
業

能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
新
設
方
針
に

対
し
、
準
備
体
制
を
問
う
。

答
市
内
の
高
校
に
対
し
情
報
提
供
や
、

地
元
企
業
に
積
極
的
な
交
流
や
雇
用
を

お
願
い
し
て
就
職
先
の
確
保
に
つ
な
げ

る
。

化
し
て
い
く
。

問
令
和
８
年
度
は
中
山
間
地
域
振
興

基
本
計
画
に
基
づ
く
取
組
が
動
き
出
す

こ
と
に
な
る
。
計
画
で
は
全
市
が
中
山

間
地
域
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
施

策
は
、
周
辺
部
の
振
興
に
重
点
を
置
く

と
い
う
戦
略
の
中
で
、
中
山
間
地
域
の

振
興
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

答
市
内
全
域
を
中
山
間
地
域
と
位
置

づ
け
て
い
る
が
、
事
業
の
実
施
、
計
画

の
実
施
に
お
い
て
も
、
周
辺
部
を
強
く

意
識
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

担
い
手
不
足
の
克
服
に
向
け
た
考
え
を
問
う

令
和
８
年
度
に
か
け
る
市
長
の
不
退
転
の
決
意
を
問
う

人
口
減
少
が
進
む
な
か
、

住
民
参
画
意
識
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て
い
く

対
話
と
協
調
を
重
視
す
る
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら

市
政
運
営
を
進
め
て
い
く

問

問

答

答

寺
てら
井
い
 良
よし
徳
のり

議員

河
こう
野
の
 利
とし
文
ふみ

議員

会派代表

会派代表

益田市観光振興計画
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個 人 質 問
問
医
師
不
足
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
ド
ク
タ
ー
等
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
を

実
施
し
、
医
師
を
目
指
す
学
生
へ
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
、
赴
任
医

師
歓
迎
事
業
と
は
別
に
２
０
８
万
円
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
医
学
生
が
市

内
の
病
院
で
臨
床
実
習
を
受
け
る
こ
と

を
推
進
す
る
た
め
、
実
施
期
間
中
の
医

学
生
の
宿
泊
費
用
を
当
市
が
負
担
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
研
修
生
は
ど
の

よ
う
な
思
い
を
描
い
て
当
市
に
来
る
の

か
、
ま
た
医
師
の
声
、
研
修
生
の
声
に

つ
い
て
問
う
。

答
本
事
業
は
、
令
和
８
年
１
月
か
ら
、

島
根
大
学
医
学
部
学
生
の
臨
床
実
習
に

お
け
る
宿
泊
滞
在
費
用
が
大
学
負
担
か

ら
個
人
負
担
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
市
に
お
い
て
臨
床
実
習
す
る
医

学
生
の
宿
泊
費
用
お
よ
び
施
設
使
用
料

問
益
田
市
型
中
高
一
貫
教
育
に
よ
っ

て
、
市
内
の
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
選
択
肢
を
増
や
し
、

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
選
択
肢
と
可
能
性
と
は
具
体

的
に
何
を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
。

答
子
ど
も
た
ち
は
、
自
身
の
夢
や
興

味
関
心
を
含
め
て
、
ど
う
生
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
節
目
に
お
い
て
、
進
む
べ
き

道
あ
る
い
は
進
み
た
い
道
を
主
体
的
に

選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を

前
提
に
、
本
事
業
で
の
選
択
肢
と
は
、

中
学
校
や
高
等
学
校
卒
業
後
の
進
学
や

就
職
と
い
っ
た
進
路
選
択
を
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
可
能
性
は
自
ら
の
や
り

た
い
、
な
り
た
い
と
い
う
思
い
を
自
ら

学
び
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

を
市
が
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。
臨
床

実
習
を
契
機
に
地
域
医
療
へ
の
関
心
を

高
め
、
将
来
の
赴
任
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
狙
い
で
、
過
去
に
は
実
習
時
の
雰
囲

気
の
良
さ
か
ら
赴
任
を
決
め
た
医
師
の

声
も
あ
る
。
取
組
の
積
み
上
げ
に
よ
り
、

研
修
医
・
医
師
と
し
て
市
内
で
従
事
す

る
道
筋
を
構
築
し
、
地
域
医
療
を
担
う

人
材
の
確
保
を
目
指
し
て
い
く
。

る
。

問
益
田
市
奨
学
金
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
か
ら
条
件
付
き
の
全
額
免
除
貸

付
型
を
盛
り
込
ん
だ
理
由
と
、
今
後
の

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
出
の
可
能
性

を
問
う
。

答
経
済
的
事
情
等
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
学
生
お
よ
び
生
徒
の
進
学
機
会
を

保
障
し
、
将
来
的
な
地
域
へ
の
定
着
や

貢
献
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
の
構
築
を

目
的
と
し
て
い
る
。
給
付
型
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除
制
度
導
入

効
果
等
を
見
な
が
ら
、
将
来
的
な
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ド
ク
タ
ー
等
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
を
問
う

給
付
型
奨
学
金
創
出
の
可
能
性
は

研
修
期
間
中
の
宿
泊
費
を
当
市
が
支
援
し
、

将
来
の
赴
任
に
つ
な
げ
て
い
く

全
額
免
除
制
度
の
効
果
を
見
な
が
ら
、

将
来
的
な
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い

問

問

答

答

高
たか
橋
はし
 伴
とも
典
のり

議員

益田市教育に関する大綱

豊
とよ
田
た
　浩
ひろし

議員
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個 人 質 問
問
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の
申
請
件

数
・
助
成
額
と
、
不
妊
治
療
等
を
経
て

出
産
に
至
っ
た
件
数
を
問
う
。

答
令
和
７
年
度
は
８
年
２
月
末
現
在

で
37
組
、
延
べ
43
件
。
６
年
度
は
42

組
、
延
べ
45
件
。
７
年
度
お
よ
び
６
年

度
に
治
療
を
経
て
出
産
に
至
っ
た
の
は
、

２
月
末
現
在
で
25
組
。

問
当
市
で
の
不
妊
治
療
で
最
も
深
刻

な
構
造
的
問
題
は
、移
動
距
離
で
あ
る
。

県
内
で
体
外
受
精
等
の
生
殖
補
助
医
療

を
実
施
で
き
る
医
療
機
関
は
、
松
江
・

出
雲
市
の
３
病
院
の
み
。
益
田
赤
十
字

病
院
・
益
田
医
師
会
病
院
で
も
一
般
不

妊
治
療
は
受
け
ら
れ
る
が
、
生
殖
補
助

医
療
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
必
要
に

な
り
、
島
大
附
属
病
院
で
治
療
を
受
け

る
場
合
、
片
道
約
２
時
間
か
け
通
院
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、

問
美
都
温
泉
お
よ
び
匹
見
峡
温
泉
の

指
定
管
理
料
増
額
へ
の
見
解
を
問
う
。

答
両
施
設
と
も
老
朽
化
が
著
し
く
、

緊
急
の
対
応
が
必
要
な
修
繕
等
が
多
発

し
て
い
る
。
水
道
光
熱
費
や
人
件
費
の

上
昇
等
を
考
慮
し
て
算
定
し
た
結
果
増

額
と
な
っ
た
が
、
安
心
・
安
全
な
利
用

の
た
め
に
は
必
要
な
対
応
で
あ
る
。

問
直
近
３
年
間
の
温
泉
利
用
者
数
の

傾
向
を
問
う
。

答
美
都
温
泉
は
平
均
約
６
万
人
台
、

匹
見
峡
温
泉
は
約
２
万
人
台
を
維
持
し

て
い
る
。

問
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、
市
の
管
理
・
監
督
が
必
須
で
あ
る
。

経
営
者
と
の
会
議
の
状
況
を
問
う
。

答
両
施
設
と
も
に
連
携
を
密
に
し
、

運
営
会
議
に
は
市
職
員
も
出
席
し
報
告

を
受
け
て
い
る
。
意
見
と
し
て
老
朽
化

自
宅
か
ら
最
寄
り
の
対
象
医
療
機
関
ま

で
片
道
60
分
以
上
か
か
る
場
合
の
交
通

費
の
８
割
を
助
成
す
る
事
業
に
、
８
年

度
か
ら
新
た
な
補
助
対
象
と
し
て
産
婦

健
診
、
不
妊
治
療
等
を
追
加
す
る
と
示

し
、
島
根
県
で
来
年
度
拡
充
さ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
。
当
市
の
対
応
方
針
を
問

う
。

答
不
妊
治
療
は
身
体
的
、
精
神
的
な

負
担
に
加
え
、
経
済
的
な
負
担
も
大
き

く
、
今
回
の
拡
充
は
負
担
の
軽
減
に
も

つ
な
が
る
。
今
後
、
県
の
制
度
の
内
容

や
利
用
状
況
を
注
視
し
、
当
市
の
実
情

を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
支
援
の
あ
り

方
が
適
切
か
現
状
把
握
に
努
め
検
討
し

て
い
く
。

に
よ
る
緊
急
修
繕
、
改
修
の
対
応
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。

問
行
政
運
営
の
効
率
化
等
、
特
に
人

件
費
の
抑
制
の
取
組
を
問
う
。

答
人
件
費
に
つ
い
て
は
上
昇
し
て
お

り
、
単
価
よ
り
も
職
員
数
の
あ
り
方
に

注
目
し
て
い
る
が
、
単
純
な
人
員
削
減

は
困
難
で
あ
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
等
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
向
上

と
内
部
効
率
化
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の

働
き
方
改
革
を
同
時
に
実
現
す
る
上
で

重
要
な
取
組
で
あ
る
。

市
外
で
の
不
妊
治
療
、
交
通
費
助
成
へ
の
対
応
は

老
朽
化
が
進
む
美
都
温
泉
、
匹
見
峡
温
泉
の
方
針
は

県
の
制
度
の
内
容
や
利
用
状
況
を
注
視
し
、

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
を
令
和
８
年
度
に
策
定
予
定

問

問

答

答

大
おお
久
く
保
ぼ
 五
ご
郎
ろう

議員

美都温泉「湯元館」

約10人に１人が体外受精などの
生殖補助医療で誕生

須
す
藤
とう
 一
ひ
二
ふ
三
み

議員
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個 人 質 問
問
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
実
績

を
問
う
。

答
従
来
は
対
象
者
を
特
別
障
害
者
手

当
受
給
者
と
身
体
障
が
い
者
の
う
ち
重

度
の
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が
い
な
ら
び

に
視
覚
障
が
い
に
限
定
し
て
い
た
が
、

令
和
６
年
度
か
ら
は
内
部
障
が
い
も
含

め
た
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
、
療

育
手
帳
Ａ
所
持
者
へ
拡
大
し
た
。
一
人

当
た
り
の
交
付
枚
数
も
拡
充
し
た
こ

と
か
ら
、
利
用
者
数
は
令
和
５
年
度

１
７
６
人
か
ら
令
和
６
年
度
３
１
１
人

へ
、
利
用
枚
数
も
１
，８
５
０
枚
か
ら

４
，９
９
９
枚
へ
増
加
し
た
。

問
共
同
生
活
ホ
ー
ム
建
て
替
え
に
つ

い
て
の
現
状
を
問
う
。

答
指
定
管
理
者
と
協
議
中
で
あ
る
。

問
令
和
8
年
度
施
政
方
針
に
掲
げ
た

重
点
施
策
で
、
中
で
も
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
数
値
目
標
・
進

捗
管
理
方
法
の
設
定
と
、
成
果
が
上
が

ら
な
か
っ
た
場
合
の
見
直
し
方
針
の
見

解
を
問
う
。

答
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

益
田
市
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
地
方
創

生
、
人
口
減
少
対
策
に
関
わ
る
も
の
を

抽
出
し
て
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
中
の
横
断
戦
略
、
基
本
戦
略
に
基

づ
く
各
施
策
に
は
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
展
開
を
図
る
た
め
に
具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
数
値
目
標

は
全
て
が
地
方
創
生
、
人
口
減
少
対
策

に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
達

成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
進
捗
管

理
に
つ
い
て
は
、
益
田
市
総
合
戦
略
審

議
会
に
て
、
毎
年
度
施
策
の
効
果
の
検

問
手
話
通
訳
者
配
置
介
護
事
業
所
の

状
況
を
問
う
。

答
手
話
が
必
要
な
利
用
者
が
い
る
７

事
業
所
の
う
ち
、
配
置
事
業
所
は
４
事

業
所
。
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
に
よ
り
、
認
知
機
能
低
下

と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
視
し
て
い
る
。

問
食
の
安
全
基
準
は
非
常
に
重
要
。

自
由
貿
易
を
加
速
す
る
と
価
格
競
争
が

進
み
、
健
康
被
害
が
危
惧
さ
れ
る
。
安

心
安
全
な
食
の
確
保
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。

答
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
食
育
・
地

元
産
の
消
費
、
食
と
農
の
つ
な
が
り
の

深
化
を
図
っ
て
い
く
。

証
・
評
価
を
行
い
、
審
議
会
の
意
見
を

参
考
に
、
必
要
に
応
じ
て
事
業
内
容
の

見
直
し
や
改
善
を
図
る
。

問
二
地
域
居
住
の
戦
略
的
推
進
で
、

将
来
的
に
定
住
へ
と
つ
な
が
る
二
地
域

居
住
を
人
口
減
少
対
策
施
策
の
中
で
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
の
か
、
政

策
導
入
の
検
討
状
況
を
問
う
。

答
二
地
域
居
住
は
、
地
域
の
担
い
手

確
保
や
消
費
等
の
需
要
創
出
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
や
後
継
者
の
確
保
、
雇
用
創

出
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
が
図
ら

れ
る
社
会
的
意
義
が
あ
る
。
関
係
人
口

の
深
化
の
先
に
あ
る
の
が
二
地
域
居
住

と
認
識
し
て
お
り
、
二
地
域
居
住
の
あ

り
方
を
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
実
績
を
問
う

二
地
域
居
住
政
策
の
位
置
付
け
・
導
入
検
討
を
問
う

対
象
者
を
拡
大
し
た
ほ
か
、
交
付
枚
数
を
増
や
し
て

制
度
を
拡
充
し
実
施
し
て
い
る

関
係
人
口
の
深
化
の
先
に
二
地
域
居
住
が
あ
り
、

引
き
続
き
研
究
を
し
て
い
く

問

問

答

答

全国二地域居住等促進
官民連携プラットフォームHPより

福
ふく
原
はら
 宗
むね
男
お

議員

拡充された
益田市福祉タクシー利用助成

齋
さい
藤
とう
 勝
かつ
廣
ひろ

議員
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個 人 質 問
問
こ
の
先
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
が

限
ら
れ
る
中
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

取
組
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
住
民

に
、
本
当
に
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
地
域
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
と
思
う
。
市
街
地
周
辺
部
の
こ
れ
か

ら
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
問
う
。

答
縮
充
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
実
現

を
基
本
に
掲
げ
て
お
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
に
は
、
共
助
の
育
成
が

カ
ギ
を
握
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
一

人
ひ
と
り
が
抱
え
る
問
題
を
互
い
に
支

え
合
い
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
誇
り

と
生
き
が
い
を
も
っ
て
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
思
い
描
く
姿
で
あ
り
、

行
政
と
し
て
も
関
係
課
が
連
携
し
伴
走

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が

発
表
さ
れ
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
方
針
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
て
い
る
。
匹
見
で
の
風
力
発
電

を
は
じ
め
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
姿
勢
を
問
う
。

答
益
田
匹
見
風
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
島
根
県
・
発
電
事
業

者
・
漁
協
等
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
段

階
と
認
識
し
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
は
、
関
係
者
の
同
意
を

得
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後

も
、
住
民
・
関
係
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
益
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
き
施
策
を
進
め
て
い
く
。 

市
街
地
周
辺
部
の
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
姿
を
問
う

中
吉
田
公
園
の
今
後
の
具
体
的
な
展
望
を
問
う

互
い
に
支
え
合
い
、
人
々
が
誇
り
と
生
き
が
い
を
も
っ
て

豊
か
に
暮
し
て
い
く
姿

平
時
も
非
常
時
も
活
用
で
き
る
公
園
を
目
指
し
整
備
し
て
い
く

問

問

答

答

河
かわ
本
もと
　亮
あきら

議員

問
中
吉
田
公
園
の
防
災
・
減
災
へ
の

考
え
や
今
後
の
具
体
的
な
展
望
を
問

う
。

答
中
吉
田
公
園
を
活
用
し
た
賑
わ
い

創
出
の
場
の
具
体
案
を
検
討
し
、
防
災

機
能
を
有
し
、
平
時
も
非
常
時
も
活
用

で
き
る
公
園
を
目
指
し
て
整
備
し
て
い

く
。

問
少
し
で
も
安
心
し
て
避
難
で
き
る

環
境
は
必
要
と
考
え
る
。
避
難
所
に
赤

ち
ゃ
ん
ベ
ッ
ド
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
次
年
度
計
画
に
基
づ
き
赤
ち
ゃ
ん

ベ
ッ
ド
の
整
備
を
検
討
す
る
。

問
お
産
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
は
、
補
助
対
象
者
に
産
婦
検
診
、
産

後
ケ
ア
、
乳
幼
児
健
診
お
よ
び
不
妊
治

療
を
追
加
し
た
県
の
事
業
で
あ
る
。
移

動
に
か
か
る
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費
の

一
部
を
支
援
す
る
も
の
だ
が
、
見
解
を

問
う
。

答
県
の
制
度
内
容
や
利
用
状
況
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
当
市
の
実
情
を
踏

ま
え
、
現
状
把
握
に
努
め
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

問
看
護
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
は
、
病
院
が

行
う
看
護
現
場
の
業
務
負
担
軽
減
の
た

め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
支
援
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
見
解

を
問
う
。

答
看
護
師
が
働
き
や
す
い
職
場
と
な

り
、
看
護
師
の
確
保
・
定
着
の
た
め
県

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
医
療
機
関

が
看
護
Ｄ
Ｘ
を
推
進
で
き
る
よ
う
可
能

な
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

永
なが
戸
と
 明
あけ
美
み

議員

芝桜植栽による地域を守る環境整備

9 ますだ市議会だより 令和８年６月 No.157



個 人 質 問
問
令
和
７
年
12
月
に
策
定
し
た「
益
田

市
中
山
間
地
域
振
興
基
本
計
画
」
に
掲

げ
る「
縮
充
」
社
会
の
実
現
を
、
実
効

力
あ
る
計
画
と
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
推
進
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答
「
縮
充
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

丁
寧
に
説
明
し
た
上
で
段
階
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
協
働
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
内
会

議
を
再
構
築
し
、
積
極
的
に
地
域
の
話

し
合
い
の
場
に
参
加
し
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
く
。
ま
た
、

各
地
区
の
地
域
自
治
組
織
役
員
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
と
計
画
の
進
捗
に
関

す
る
取
組
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

実
効
力
を
高
め
て
い
く
。

問
当
市
で
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。「
縮
充
」

の
理
念
に
基
づ
く
公
共
施
設
の
最
適
化

問
全
国
的
に
も
医
師
の
過
酷
な
勤
務

実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当
市
も
同

様
で
は
な
い
か
。
医
師
の
使
命
感
と
自

己
犠
牲
に
依
存
し
て
地
域
医
療
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。
医
療
維
持
に
向
け
、
ど

う
対
応
し
て
い
る
か
。

答
ド
ク
タ
ー
等
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業

や
赴
任
医
師
歓
迎
事
業
等
に
よ
り
、
医

療
機
関
へ
の
支
援
や
医
療
従
事
者
確
保

に
努
め
、
地
域
医
療
の
維
持
、
確
保
を

図
り
た
い
。

問
医
師
確
保
の
取
組
と
併
せ
、
医
師

を
簡
単
に
増
や
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

取
組
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
タ
ス
ク

シ
フ
ト
は
、
医
師
の
業
務
の
う
ち
他
の

業
種
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
を

移
管
す
る
こ
と
で
、
医
師
の
労
働
時
間

を
削
減
す
る
取
組
だ
。
医
師
が
あ
ら
か

じ
め
作
成
し
た
手
順
書
に
従
っ
て
、
医

と
い
う
観
点
か
ら
見
た
時
、
計
画
と
の

整
理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
問

う
。

答
「
縮
充
」
の
考
え
方
に
お
い
て
、

人
口
が
減
少
し
て
も
、
地
域
住
民
が
豊

か
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
施

設
は
維
持
す
る
べ
き
と
考
え
る
。「
縮

充
」の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

で
活
用
す
る
公
共
施
設
を
集
約
化
す

る
。
そ
の
場
合
な
ど
に
は
、
地
域
住
民

や
活
用
状
況
を
踏
ま
え
、
施
設
の
総
量

の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
。

師
の
判
断
を
待
た
ず
に
実
施
で
き
る
特

定
行
為
は
、
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師

で
あ
る
特
定
看
護
師
が
実
施
で
き
る
。

今
後
、
特
定
看
護
師
を
ど
う
確
保
す
る

の
か
。

答
県
に
お
い
て
特
定
行
為
研
修
を
行

う
指
定
研
修
機
関
を
島
根
県
立
大
学
に

設
置
さ
れ
、
受
講
促
進
が
図
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
県
医
療
介
護
総
合
確
保
促

進
基
金
事
業
費
補
助
金
に
お
い
て
、
特

定
行
為
研
修
関
連
教
育
受
講
支
援
事
業

と
し
て
財
政
的
な
支
援
も
行
わ
れ
て
い

る
。
当
市
は
直
接
的
な
養
成
や
確
保
に

は
取
組
ん
で
い
な
い
が
、
県
と
連
携
し
、

特
定
看
護
師
の
養
成
や
確
保
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

「
縮
充
」社
会
実
現
の
推
進
体
制
は

タ
ス
ク
シ
フ
ト
推
進
の
た
め
の
特
定
看
護
師
の
確
保
は

協
働
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
内
会
議
の
再
構
築
で

実
効
性
を
高
め
る

県
で
研
修
実
施
や
財
政
的
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

連
携
し
て
い
き
た
い

問

問

答

答

大
おお
賀
が
 満
みつ
成
なり

議員

旧小野中学校校舎に移転した戸田小学校

医師の働き方改革
出典：厚生労働省ホームページ

平
ひら
原
はら
 祐
ゆう
一
いち

議員
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個 人 質 問
問
米
軍
機
の
騒
音
件
数
が
、
島
根
県

西
部
で
２
，０
２
６
件
と
過
去
３
番
目

の
多
さ
だ
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
令

和
７
年
に
匹
見
地
区
で
70
㏈
以
上
の
騒

音
が
測
定
さ
れ
た
件
数
は
２
１
２
件
で

あ
っ
た
。
大
変
ひ
ど
い
状
況
で
あ
る
。

　
米
軍
機
騒
音
等
対
策
協
議
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度
の
国
へ
の

要
望
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
が
内
容
に

つ
い
て
問
う
。

答
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
米
軍
機
騒
音
等
対
策

協
議
会
で
は
、島
根
県
要
望
と
連
係
し
、

防
衛
省
・
外
務
省
お
よ
び
地
元
選
出
国

会
議
員
に
対
し
、
要
望
活
動
を
行
う
。

　
内
容
は
、
①
低
空
飛
行
の
中
止
に
加

え
、
行
事
・
式
典
の
日
や
休
日
に
訓
練

を
行
わ
な
い
こ
と
。
②
国
に
よ
る
実
態

把
握
と
実
態
の
伝
達
等
と
し
て
、
騒
音

測
定
器
の
増
設
や
速
や
か
な
結
果
の
提

供
。
③
訓
練
区
域
の
実
態
に
応
じ
た
学

校
等
の
防
音
対
策
な
ど
必
要
な
措
置
。

④
飛
行
訓
練
に
係
る
情
報
開
示
。
⑤
陸

地
上
空
で
の
空
中
給
油
の
中
止
。
と

な
っ
て
い
る
。

問
危
険
な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
の
で

国
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
も
ら
い
た

い
。

答
米
軍
に
何
ら
か
の
変
化
が
あ
る
よ

う
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
へ
の
対
応
を
問
う

学
校
給
食
の
無
償
化
の
取
組
を
問
う

防
衛
省
・
外
務
省
及
び
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

要
望
活
動
を
行
う

小
学
校
は
実
現
で
き
た
が
中
学
校
に
つ
い
て
は

今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い

問

問

答

答

問
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

義
務
教
育
で
あ
り
な
が
ら
、
小
中
学
校

で
差
が
あ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
る

が
市
長
の
思
い
を
問
う
。

答
小
中
の
区
別
が
つ
い
て
い
る
理
由

の
説
明
は
受
け
て
お
ら
ず
、
理
解
し
か

ね
る
と
こ
ろ
だ
。
今
後
の
動
向
を
十
分

注
視
し
た
い
。

問
公
民
館
活
動
の
状
況
を
問
う
。

答
規
則
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
参
加
人
員
は

延
べ
11
万
６
千
人
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

問
公
民
館
の
整
備
計
画
、
公
民
館
長

の
活
動
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答
益
田
公
民
館
は
地
元
の
要
望
を
受

け
旧
旅
館
跡
に
移
転
し
た
。
毎
月
開
催

の
協
議
会
で
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

問
当
市
に
お
け
る
い
じ
め
の
状
況
と

対
応
を
問
う
。

答
令
和
７
年
度
12
月
末
で
小
学
校

２
４
５
件
、
中
学
校
１
５
１
件
の
発
生

が
あ
り
、
情
報
共
有
を
図
り
取
組
を
進

め
て
い
る
。

問
学
校
に
お
け
る
感
染
症
の
状
況
と

授
業
時
間
数
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

答
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
あ
り
、
小
学
校

５
３
２
名
、
中
学
校
２
１
０
名
が
罹
患

し
、
学
級
閉
鎖
の
措
置
を
取
っ
た
。
換

気
回
数
増
や
加
湿
器
の
配
置
等
、
適
切

に
対
応
を
し
た
。
ま
た
、
授
業
時
間
数

に
つ
い
て
は
、
年
間
30
時
間
程
度
の
余

剰
時
間
を
設
定
し
て
お
り
、
確
保
で
き

て
い
る
。

匹見分庁舎の騒音測定器

高津学校給食センター

安
あ
達
だち
 美
み
津
つ
子
こ

議員

阿
あ
知
ち
波
は
 武
たけ
雄
お

議員
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 賛否の分かれた議案

議案
番号 件　　　　　　名 審議

結果
賛　
成

反　
対

佐
々
木　
惠
二

須
藤　
一
二
三

豊
田　
　
　
浩

永
戸　
　
明
美

阿
知
波　
武
雄

平
原　
　
祐
一

齋
藤　
　
勝
廣

河
本　
　
　
亮

高
橋　
　
伴
典

中
島　
　
賢
治

大
賀　
　
満
成

河
野　
　
利
文

安
達　
美
津
子

中
島　
　
　
守

林　
　
　
卓
雄

大
久
保　
五
郎

福
原　
　
宗
男

寺
井　
　
良
徳

久
保　
　
正
典

市長提出議案

議第７号 益田市介護保険条例の一部を改正する条例
制定について 可決 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第13号 令和８年度益田市一般会計予算 可決 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第14号 令和８年度益田市介護保険特別会計予算 可決 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第15号 令和８年度益田市国民健康保険事業特別会
計予算 可決 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第16号 令和８年度益田市後期高齢者医療特別会計
予算 可決 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第21号 益田市立授産施設の指定管理者の指定について 可決 17 0 ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 益田市国民健康保険税賦課徴収条例の一部
を改正する条例制定について 可決 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

（棄権、除斥があった場合も含みます。）

〇：賛成　●：反対　欠：欠席　棄：棄権　除：除斥
※ 議長（佐々木　惠二）は採決に加わりませんが、可否同数となったときは、議長が裁決します。
★ 除斥とは★ 議会における審議を公正なものとするため、議題となった案件と利害関係にある議員をその審議に参加できないようにすることです。

第574回 3月定例会議案等の審議結果

 出席議員全員が賛成した議案 （全会一致で、議案は「可決」、人事案件は「同意」「適任」、報告案件は「承認」
とされました。）

議案番号 件　　　　　　　名 議案番号 件　　　　　　　名
市長提出議案

報第１号 専決処分の報告について 議第23号 益田市立開発地営農研修センターの指定管理者の指
定について

報第２号 専決処分の報告について 議第24号 土田海岸公益施設の指定管理者の指定について
報第３号 専決処分の報告について 議第25号 益田市定住住宅の指定管理者の指定について

議第１号 益田市行政手続条例の一部を改正する条例制定につ
いて 議第26号 益田市辺地総合整備計画の策定について

議第２号 益田市印鑑条例及び益田市手数料条例の一部を改正
する条例制定について 議第28号 益田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例制定について

議第３号 益田市職員等のハラスメントの防止等に関する条例
制定について 議第29号 令和７年度益田市一般会計補正予算第７号

議第４号 益田市子ども・若者支援センター設置及び管理に関
する条例制定について 議第30号 令和７年度益田市介護保険特別会計補正予算第４号

議第５号 益田市福祉施設照明LED化事業分担金徴収条例の
一部を改正する条例制定について 議第31号 令和７年度益田市国民健康保険事業特別会計補正予

算第４号

議第６号 益田市立デイサービスセンター設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する等の条例制定について 議第32号 令和７年度益田市後期高齢者医療特別会計補正予算

第４号

議第８号 益田市匹見過疎バス代替運行に関する条例の一部を
改正する条例制定について 議第33号 令和７年度益田市匹見財産区特別会計補正予算第１

号

議第９号 益田市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正す
る条例制定について 議第34号 令和７年度益田市駐車場事業特別会計補正予算第２

号
議第10号 益田市教育支援センター設置条例制定について 議第35号 令和７年度益田市下水道事業会計補正予算第４号

議第11号 益田市奨学金貸付条例の一部を改正する条例制定に
ついて 議第36号 第６次益田市総合振興計画後期基本計画の策定につ

いて

議第12号 益田市社会教育委員条例の一部を改正する条例制定
について 議第37号 益田市過疎地域持続的発展計画の策定について

議第17号 令和８年度益田市匹見財産区特別会計予算 議第38号 行政不服審査会委員の委嘱について
議第18号 令和８年度益田市駐車場事業特別会計予算 議第39号 情報公開・個人情報保護審査会委員の任命について
議第19号 令和８年度益田市下水道事業会計予算 議第40号 固定資産評価審査委員会委員の選任について
議第20号 令和８年度益田市水道事業会計予算 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

　３月定例会では冒頭、市長の令和８年度施政方針が表明されました。議会では、令和８年度一般会計予算などの審議を行いました。
　また、令和７年度一般・特別会計補正予算のほか、条例の制定などを審議し、原案どおり可決しました。
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議案等の審議結果 ～こんなことが決まりました～

一般会計予算総額…… 291億5,000万円
対前年比………………   12億4,700万円 増額

補正後の一般会計予算総額…… 304億4,049万9千円
補正額……………………………     8億3,337万7千円 増額

令和８年度一般会計予算を可決しました

令和７年度一般会計補正予算を可決しました

持続可能な地域づくり推進事業費
1,338万1千円

地方バス路線維持対策費補助金
5,386万9千円

島根県低所得世帯緊急支援給付事業費
2億869万6千円

選果施設等整備支援事業費	 7億1,155万円

乗合タクシー運行事業費	 1億781万2千円

高津川流域森林計測・道路台帳統合事業費
2億8,471万7千円

公共工事残土処理場整備事業費	 1,300万円

ますだ生活応援事業費	 3億3,250万円

高津学校給食センター管理運営経費
2,300万4千円

学校給食費支援事業費	 1億2,446万2千円

南部区画整理関連公園事業費
	 5億5,653万2千円

島根かみあり国スポ・全スポ関係事業費
推進事業費　1,231万3千円

施設整備事業費　2,244万5千円

総務費

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

商工費

教育費

教育費

「益田市中山間地域振興基本計画」に基づく体制構築
支援事業

運行実績の確定及び走行キロ単価額の上昇による増額

令和７年度住民税非課税となった世帯に対する給付事
業（１世帯当たり３万円の現金給付（要件あり））

老朽化した選果場の更新に伴う新選果場整備事業費
の補助

日常生活に必要な住民の移動手段確保のためのタク
シー運行

航空測量を基に森林資源データ及び道路台帳データ
の電子化

益田市が管理する残土処分場を整備し、盛土規制法
に基づく基準で適切に残土処分を行う

物価高騰に伴う各世帯への経済支援及び地域経済回
復のため、「ますだ生活応援券」発行に係る事業費

小学校課程の給食費を全額公費で負担

土地区画整理事業に伴う中吉田公園及び中吉田中須
線整備に係る事業費

2030年開催予定の島根かみあり国スポ・全スポに
係る事業費

国庫補助事業の追加採択に伴う増額
高津学校給食センター内空調機器更新工事

Talk  about

MASUDA
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「
益
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
は
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
資
産

に
つ
い
て
、
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等
を

長
期
的
な
視
点
で
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
平
成
28
年
に
策
定
、
令
和
７
年
度

末
で
総
合
管
理
計
画
お
よ
び
個
別
施
設

計
画
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
５
年
間

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
次
期
５
年
間

の
取
組
方
針
を
更
新
。
今
後
の
各
施
設

の
建
替
え
、
譲
渡
、
除
却
な
ど
の
取
組

内
容
を
精
査
、
集
約
し
、
課
題
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
。

問
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
複
合

化
や
減
築
な
ど
厳
し
い
整
備
を
受
け
入

れ
て
き
た
施
設
が
あ
る
一
方
で
、
別
の

施
設
で
は
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
の
建
て
替

え
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
は
、
一
貫
性
を

欠
く
と
考
え
る
。
将
来
世
代
へ
の
責
任

も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
、
こ
の

計
画
を
整
備
の
前
提
と
し
て
庁
内
で
徹

底
し
て
運
用
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
合
併
前
か
ら
の
施
設
が
多

く
残
る
匹
見
・
美
都
地
域
で
は
、
老
朽

化
し
た
建
物
が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
残
り

続
け
て
お
り
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
削
減
あ
り
き
で
は
な
く
、
そ
の
地
域

を
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
が
前
提
に
な
け

れ
ば
、
計
画
自
体
も
進
め
ら
れ
な
い
。

丁
寧
に
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
描
い

た
上
で
計
画
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
策
定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
増

築
・
新
築
・
複
合
化
・
解
体
の
い
ず
れ

の
場
合
も
、
各
部
署
が
こ
の
計
画
を
意

識
し
て
進
め
る
よ
う
改
め
て
周
知
徹
底

す
る
。
現
計
画
で
は
目
標
数
値
の
達
成

が
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
住
民
等
の

関
係
者
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
職
員
へ

の
周
知
に
取
組
む
。
ま
た
、
公
共
施
設

と
ま
ち
づ
く
り
は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
住

民
の
活
用
状
況
を
踏
ま
え
て
政
策
と
一

緒
に
な
っ
て
進
め
る
。

　
益
田
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
現
在
赤
城
町
に
開
設
し
て
い
る

が
、
旧
戸
田
小
学
校
校
舎
に
移
転
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
施
設
で
は
、
困
難

を
有
す
る
子
ど
も
や
若
者
、
そ
の
保
護

者
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、

学
習
や
就
労
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
踏

み
出
せ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
移
転
に
よ
り
、「
施
設
を
利
用
し
た

く
て
も
利
用
で
き
な
い
、
も
し
く
は
、

通
う
こ
と
が
困
難
な
方
が
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
意
見
も
あ
る
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
も
う
少
し
協
議
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
公
共
交
通
機
関
で
通
う
方
法
を
模

索
し
た
り
、別
の
機
関
の
利
用
も
含
め
、

当
事
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
引
き

続
き
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。　

問
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
ふ
れ
あ
い

学
級
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
説
明
し
な
い
と
、

関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
思
う
人
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら

な
い
こ
と
と
な
る
。
当
施
設
に
通
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
良
い
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
地
域
住

民
の
方
を
巻
き
込
ん
だ
関
わ
り
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
令
和
７
年
に
地
域
住
民
の
方
に
説

明
し
、
意
見
も
聞
い
た
。
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
前
向
き
な
意
見
と
不
安
点

も
聞
い
て
い
る
。今
後
移
転
し
て
か
ら
、

地
域
住
民
と
も
説
明
会
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
一
緒
に
取
組
を
進
め
て
い
く
。

総
務
文
教
委
員
会

福
祉
環
境
委
員
会

益
田
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
移
転

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
が
改
定
さ
れ
る

各委員会で審査した結果を
抜粋して掲載します。常任委員会　審査結果

旧澄川保育所

移転先の旧戸田小学校校舎

14ますだ市議会だより令和８年６月 No.157



　
緊
急
銃
猟
制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
銃
器
を
用
い
た
対
応
を
市

が
実
施
で
き
る
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
等
を
踏
ま
え
、
益
田
市
危
険
有
害

鳥
獣
等
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
緊
急

銃
猟
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
新
規
作
成
さ

れ
た
。

問
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
の
実
施

状
況
を
問
う
。

答
島
根
、広
島
、山
口
３
県
に
お
い
て
、

山
間
部
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
を
設
置

し
、
個
体
数
を
測
定
す
る
調
査
を
令
和

７
年
度
に
実
施
し
て
い
る
。

問
当
市
の
担
当
職
員
の
体
制
を
問
う
。

答
専
門
職
を
含
む
職
員
４
名
の
体
制

で
、
県
や
警
察
等
と
も
連
携
し
、
対
応

す
る
。

　

　
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
料

金
収
入
の
減
少
や
施
設
更
新
費
用
の
増

大
な
ど
が
進
み
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
へ
の

対
応
と
今
後
10
年
間
を
見
据
え
、
持
続

可
能
な
事
業
運
営
の
推
進
を
目
指
す
た

め
、
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
改
定
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
更
新
費
用
は
こ
こ
数
年
で
著
し
く

増
加
し
て
い
る
。財
源
の
確
保
を
問
う
。

答
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
と
い
う

制
度
に
の
っ
と
っ
て
運
用
し
て
い
る
た

め
、
水
道
料
金
で
賄
う
安
全
・
安
定
的

な
経
営
が
で
き
る
計
画
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
。

　
今
後
、
料
金
水
準
や
妥
当
性
を
審
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

緊
急
銃
猟
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
新
規
作
成
さ
れ
る

◇
◇
広
報
広
聴
経
費
◇
◇

問
広
報
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と

外
部
に
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
に

は
、
予
算
を
か
け
専
門
家
を
入
れ
て
で

も
戦
略
を
練
る
べ
き
だ
と
以
前
か
ら
指

摘
し
て
い
る
。
新
た
な
取
組
を
し
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、「
え
ぇ
と
こ
ま
す
だ
発
信

隊
」
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
事
業

が
始
ま
っ
た
が
、
発
信
効
果
を
高
め
る

た
め
の
工
夫
が
足
り
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
予
算
は
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　
広
報
戦
略
を
き
ち
ん
と
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
戦
略
を
練
る
な
か
で

予
算
も
獲
得
し
て
い
き
た
い
。

◇
◇
観
光
振
興
団
体
支
援
事
業
費
◇
◇

問
非
常
に
大
き
い
事
業
費
と
な
っ
て

い
る
。
一
般
社
団
法
人
ま
す
だ
プ
ラ
イ

ド
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
市
内
３
つ
の
観

光
協
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
明
確
化

や
体
制
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
今
年

度
進
め
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。　
　

答
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
関
連
団
体
の
役

割
分
担
に
関
し
て
は
、
観
光
振
興
計
画

の
中
で
し
っ
か
り
と
明
記
し
、
市
民
に

も
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に

改
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
３
つ
の
観

光
協
会
の
今
後
に
つ
い
て
だ
が
、
現
在

各
組
織
に
お
い
て
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
議
論
検
討
を
進
め
て
も
ら
っ
て
お

り
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
踏
ま
え
て
市

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
審
査

常任委員会　審査結果

経
済
建
設
委
員
会

一
般
会
計
予
算
審
査
委
員
会

広島・島根両県で捕獲された履歴のあるツキノワグマ

「えぇとこますだ」インスタグラム
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編集委員

ケーブルテレビ
（ひとまろビジョン）

　
今
号
の
編
集
時
期
で
あ
る
３
月
下
旬
。
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
目
の
か
ゆ
み
。
春
の
陽
気

と
と
も
に
、
今
年
も
花
粉
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
姿
で
行
き
交
う
人
々
の

姿
に
、
す
っ
か
り
春
の
風
物
詩
と
な
っ
た
花

粉
症
を
実
感
し
ま
す
。
私
も
か
れ
こ
れ
20
年

以
上
の
付
き
合
い
。
ス
ギ
の
後
は
ヒ
ノ
キ
花

粉
が
バ
ト
ン
を
受
け
、
例
年
５
月
の
連
休
頃

ま
で
目
に
見
え
な
い
隣
人
た
ち
と
の
戦
い
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、

花
粉
症
に
よ
る
１
日
あ
た
り
の
経
済
的
損
失

は
、
全
国
で
お
よ
そ
２
，４
５
０
億
円
に
の
ぼ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
中
の
集
中
力
低

下
に
よ
る
生
産
性
の
損
失
は
も
ち
ろ
ん
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
費
用
や
薬
・
点
眼
薬
の
購

入
費
な
ど
、
個
人
の
負
担
も
決
し
て
小
さ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
花
粉
症
を
含
む
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
医
療
費
は
、
保
険
診
療
で

約
３
，６
０
０
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
の
風
物
詩
と
は
言
い
な
が
ら
、
そ
の
影
響

は
家
計
に
も
保
険
財
政
に
も
静
か
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
医
療
・
保
健
環
境
の
充

実
や
市
民
生
活
の
質
の
向
上
に
、
引
き
続
き

真
摯
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
花
粉
に
負
け
ず
、
今
号
も
ぜ
ひ
最
後
ま

で
お
目
通
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど

う
か
健
や
か
な
春
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
須
藤 

一
二
三
）

次回定例会の予定は、６月２日㈫〜24日㈬です。
なお、正式決定は５月中旬の議会運営委員会で行います。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局  ☎ 31-0490

　市公式ウェブサイトにおいて、議会（議員）の活動の一部を掲載しています。
なお、議長は議会の代表として総会などにも出席しています。
　※定例会・臨時会・委員会・調査会は除きます。

編集後記

委 

員 

長	

安
達 

美
津
子

副
委
員
長	

平
原　

 

祐
一

委　
　
員	

須
藤 

一
二
三

委　
　
員	

豊
田　
　

 

浩

委　
　
員	

永
戸　

 

明
美

委　
　
員	

阿
知
波 

武
雄

委　
　
員	

齋
藤　

 

勝
廣

委　
　
員	

高
橋　

 

伴
典

▲

定例会・臨時会
　どちらも放映
　生放送（111ch）▲

一般質問
　再放送（112ch）

議会は、どなたでも見たり聞い
たりできます。詳しくは、議会
事務局へお問い合わせください。

次回定例会の予定議会を傍聴しませんか？

Ｑ．益田市でコーディネーターになったきっかけはなんですか？
善家）元々教員で、縁あり益田市へ来た中で、さまざまな人と知
り合い元気をもらったことです。また、コーディネーター業務が
自分の性格に合うことや、自分の小中学校時代には家と学校の行
き来しかなく、その経験から、子どもたちにたくさんの人と関わ
りを持ってほしいと思ったこともきっかけのひとつでした。
小山）大学時代に益田市に４回滞在し、地域の方と交流したこと
がきっかけです。

Ｑ．現在はどんな活動をしていますか？
善家）独居の高齢者宅の訪問や、学校・地域を回りさまざまな声（本音・悩み・願い等）の思いを受け止め、
公民館や学校へ届け地域とつながる取組をしています。「ひとまるミーティング」で地域にアンケートを実施
し、集約したアンケートを自治組織に届けたり、小野地区には「海風遊舎」があるので動画を作ったり。20代・
30代と保護者世代の触れ合いの場なども設けています。イベントより知り合う事に力を注いでいます。
小山）総合的な学習の時間や長期休みのすたでぃペース豊川の企画・運営に関わり、学校や公民館等と連携し、
子どもたちが地域の方と関わりながら学ぶ機会づくりを進めています。放課後には小学校の地域交流スペー
スを活用し、中高生の居場所づくりにも取組んでいます。　

Ｑ．益田市の印象は？
善家）「いいね」と言ってくれる人が多いですね。対話を大切にしている。思ったより都会と感じました。
小山）人の温かさを感じる地域。「いってらっしゃい」「おかえり」「またまっているよ」等、地元にいた時よ
りも益田にいるときの方が人との関わりが多く、受け入れてくれる温かさがあると感じました。

Ｑ．コミュニティスクール（コミスク）についてどう思いますか？
善家）対話を大切にしたい。どんな学校・地区になったらいいか・嬉しいかなど、話をする中で方向性が出て
くるのでは。
小山）地域全体で子どもを見守り育てる関係性を仕組みとして整えたものだと考えています。

Ｑ．今後の夢を教えてください！
善家）まち全体がひとつの方向性を見出し、それを普通に地域の人が語れるようになったらと思っています。
小山）これからも学校や地域のみなさんと協力しながら、人と人がつながり、笑顔が広がる豊川地区をつくっ
ていきたいです。

小山 琴帆
豊川小学校コーディネーター
神奈川県出身
　大正大学３年生の時に益田で
の地域実習が縁となる。

善家 瑛徳
戸田小学校コーディネーター
愛媛県出身
　令和６年10月に移住。

活動の様子

今回は、ふるさと・ひとつなぎコーディネーター
善
ぜん

家
け

 瑛
あき

徳
のり

さん・小
お

山
やま

 琴
こと

帆
ほ

さんにお話を伺いました！

議会議会　活動活動の

議会カレンダー
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